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メ. 4 區ダ 



伝 便と 云っても 余所の ものに は 分かるまい。 これ は 

東京に 輸入せられ ない うちに、 小 倉へ 西洋から 輸入せ 

ときわば し たもと 

られ ている 二つの 風俗の 一 つで ある。 常 磐 橋の 抉に 

円い 柱が 立って いる。 これに 広告 を 貼り 附け るので あ 

る。 赤 や 青 や 黄な 紙に、 大きい 文字 だの、 あらい 筆 使 

いの 画 だの を 書いて、 新ら しく 開けた 店の 広告、 それ 

から 芝居 見せ ものな どの 興行の 広告 をす るので ある。 

勿論 柱 はた だ 一本 だけであって、 これに 張る のと、 大 

ほか 

門 町の 石垣に 張る 位より 外に、 広告の 必要 はない 土地 

なの だから、 印刷した ものより 書いた ものの 方が 多い。 

パリ ァ フィッシュ 

画 だっても、 巴 里の 町で 見る affiche のように 気の 利 



いたの はない。 しかし 兎に角 広告 柱が ある だけ はえら 

い。 これが 一 つ。 

今一 つが 伝 便な ので ある。 Heinricti von Steplian 

が 警察 国に 生れて、 巧に 郵便の 網 を 天下に 布いて から、 

手紙の 往復に 不便 はない はずで は あるが、 それ は 日 を 

以て 算し月 を 以て 算 する 用 弁の 事で ある。 一 曰の 間の 

時 を 以て 算 する 用 弁 を 達する に は、 郵便 は 間に合わな 

い。 Rendez-vous をした つ て、 明日 何処で 逢おう なら、 

郵便で 用が 足る。 しかし 性急な 変で、 今晚 何処で 逢お 

うとな つて は、 郵便 は 駄目で ある。 そんな 時に 電報 を 

打つ 人 も あるか も 知れない。 これ は 少し 牛刀 鶏 を 割く 



学士に 跡 を 譲って、 出発す ると 云って いる。 富 田 院長 

まじ 

も 四十 は 越して いるが、 まだ 五分 刈 頭に 白い 筋 も 交ら 

ずき ちょっと 

ない。 酒 好 だとい うこと が 一寸見ても 知れる、 太った 

あからがお 

赭顔 の 男で ある。 

極澹 泊な 独身生活 をして いる 主人 は、 下女の 竹に 

うどん 

餛飩の 玉 を 買って 来させて、 台所で 煮させて、 二人に 

つる 

酒 を 出した。 この 家で は 茶 を 煮る とき は、 名物の 鶴の 

こ - つま 

子より 旨い というので、 焼芋 を 買わせる。 常 磐 橋の 辻 

かま てぬぐい じ 

から、 京 町へ 曲がる 角に 釜 を 据えて、 手拭 を 被った 爺 

いさんが、 「ほつ こり、 ほつ こり、 焼 立 ほつ こり」 と 呼 

んで 売って いるので ある。 酒 は 自分で は 飲まない が、 



うか。 富 田 もこの 問題の ために 頭を悩ました 一 人で あ 

る。 そこでこう 云った。 

「どうも 小 倉に は 御主人のお 目に留ま つ たもの がな さ 

そうだ。 多分 馬 関だろう と 思って、 僕 は 随分 熱心に 聞 

いて 廻った の だが、 結果が 陰性だった ご 

「随分 御苦労な わけ だね」 と、 遠慮深い 戸川 は 主人の 

顔 を 見て 云 つ た。 

主人 はた だに やりに やり 笑って いる。 

ろ，. P まう 

富 田 は 少し 酔って いるので、 論鋒が いよいよ 主人に 

向いて 来る。 二 体 ここの 御主人の ような 生活 をして 

まわり 

いられて は、 周囲の 女の ために 危険で 行けない ご 



「なぜ だい、 君 ご 

「い つどの 女と どう 云う 事が 始まる かも 知れな いんだ 

からね ご 

「まるで 僕が Don Juan でで も あるよう だ ご 

戸川 は 主人の ために 気の毒に 思って、 半ば 無意識に 

話 を 外へ 転じよう とした。 そして 持 前の しんね リ むつ 

つりした 様子で、 妙な 話 をし 出した。 

参 

かざ 

戸川 は 両手 を 火鉢に 翳して、 背中 を 円く して 話す の 



ついでに 跡 も 端折らないで 話し 給え。 なかなか 面白い 

から ご 声 を 一倍 大きく した。 「おい。 お 竹さん。 好く 

聞いて 置く が^い ぜご 

始終 にゃにゃ 笑って いた 主人の 大野が 顔を蹙 めた。 

まぜ 

戸川 は 話し 続けた。 「どうも 富 田 君 は 交つ 返す から 

と かく 

困る。 兎に角 それから 下女が 下女で なくなった。 宫沢 

は 直ぐに 後悔した。 職務が 職務な の だから、 発覚して 

は 一 大事 だと 思った という こと は、 僕に も 察せられる。 

ところが、 下女 は 今まで 包まし くして いたのが、 次第 

にお 化粧 をす る、 派手な 着物 を 着る。 なんとなく 人の 

ちと 

目に 立つ。 宫沢は 気が 気で ない。 とうとう 下女の 親許 



富 田 は 意地き たなげ に、 酒 を ちびちび 飲みながら 冷 

かした。 「もうお しまい か。 竜頭蛇尾 だね。 そんな 話 

なら、 誉めな けり や あ 好かった ご 

四 

この 時 戸口で、 足 踏 をして 足駄の 歯に 附 いた 雪 を 落 

すよう な 音が する。 主人の 飼って いる Jean という 大 

犬が 吠えそう にして 廃して、 鼻 を くん くんと 鳴らす。 

竹が 障子 を 開けて 何 か 言う 声が する。 

こう ぞめ ひげ 

間もなく 香 染の衣 を 着た 坊さんが、 鬚の 二分 程 延び 



た。 

「餛 飩が まだあるなら、 一 杯 熱く して 寧 国 寺さん に 上 

げ ないか。 お 寒いだ ろうから ご 

戸川 は 自分の 手 を 翳して いた 火鉢 を、 寧 国 寺さん の 

前へ 押し遣った。 

むげん だん たた 

寧 国 寺 さ んはほ とん ど 無 間断に 微笑 を湛ぇ ている、 

痩せた 顔 を 主人の 方に 向けて、 こんな 話 をし 出した。 

たくはつ たて 

「実は 今朝 托鉢に 出ます と、 竪 町の 小さい 古本屋に、 

大. k 曰 度 論の 立派な 本が 一 山積み 畳ね て あるの が、 目に 

留まった のですな。 どうも こんな 本が？ | 本に なって い 

る の は 不思議 だと 思 いながら、 こちらの 方へ 歩いて 



顔 をして こんな 事 を 言った。 

「そうでな いよ。 君 は 科学 科学と 云って いるだろう。 

あれ も 法な の だ。 君達の 仲間で 崇拝して いる 大 先生が 

あるだろう。 Authoritaeten だね。 あれ は 皆 仏な の だ _ 

そして 君達 は 皆 僧な の だ。 それから どうかす ると 先生 

を 退治しょう とする ねえ。 Authoritaeten 

-Stuermerei というの だね。 あれ は 仏 を 呵し祖 を 罵 

るの だね ご 

寧 国 寺さん は 羊羹 を 食べ て 茶 を 喫みながら、 相 変わ 

らず 微笑して いる。 



よ まう ま-つ 

「いや。 説法 さえ 廃して 貰われれば、 僕 も 謗 法 はしな 

い。 だが ね、 君、 独身生活 を 攻撃す る こと は 廃さない 

みの むら 

よ。 箕 村の 処 なん ぞへ 行く と、 お 肴が 違う。 お 梅さん 

げんぜん 

が 床の間の 前に 据わって、 富 田に 馳走 をせ いと 儼然と 

して 御 託宣が あるの だ。 そうすると 山海の 美味が 前に 

並ぶ の だ ご 

「分からな いね。 箕村 というの は 誰 だい。 それにお 梅 

さんと いう 人 はどうして そんなに 息衝つ ている の だ 

いご 

「そり や 息張って いますと も。 床の間の 前へ 行って 据 

わると、 それ、 御 託宣 だと 云う ので、 箕村は 遥か 下がつ 



浮べて 聞いて いたが、 「お 休なさい」 と 云って、 ついと 

いとま 

起った。 見送りに 立つ 暇 もない。 

ひょうぜん 

この 坊さん はいつ でも 飄然 として 来て 飄然と して 

去る ので ある。 

やかん きゅうす 

風の 音が ひゆう と 云う。 竹が 薬缶 を 持って、 急須に 

湯 を 差しに 来て、 「上 はすつ かリ 晴れました」 と 云った。 

「もうお 互に 帰ろう じ やない か」 と 戸川が 云った。 

富 田 は 幅の広い 顔に 幅の広い 笑 を 見せた。 「ところ 

が、 まだ なかなか 帰られな いよ。 独身生活 を 

ベル ゥ フス メ ェシヒ あと 

tsmfsmaessig に 遣 つ ている 先生の 退却した 迹で、 

最後の 突撃 を 加えな けり や あならない からな。 箕村 



時の 事が 浮ぶ。 本願 寺の 御 連枝が 来られた ので、 式場 

まわ リ 

の 天幕の 周囲に は、 老 若 男女が ぎしぎ しと 詰め掛けて 

いた。 大野が 来賓席の # 子に 掛けて いると、 段々 見物 

ひざ い 

人が 押して 来て、 大野の 膝の 間の 処へ、 島 田に 結った 

百姓の 娘が しゃがんだ。 お 白い と 髪の 油との 匀 がす 

る。 途中まで 聞いて いた 誰 やらの 演説が、 ただ 雑音の 

ように 耳に 聞え て、 この 島 田に 掛けた 緋鹿子 を 見る 視 

きゅうかく 

官と、 この 髪 や 肌から 発散す る匀を 嗅ぐ 噴覚 とに、 暫 

くの 間 自分の 心が 全く 奪われて いたので ある。 この 一 

刹那に は 大野 も糙 かに 官能の 奴隸 であった。 大野 は そ 

の 時の 事 を 思い出して、 また 覚えず 微笑した。 



日の、 指 折る 程に 相 成 候 を 楽み 居り 候。 前便に 申 上 候 

井上の 嬢さん に 引き合せ くれん と、 谷 田の 奥さんが 申 

ただいま 

され 候 ゆ ゑ、 今日 上野へ ま ゐリ、 只今 帰りて この 手紙 

をした ため 候。 私と 谷 田の 奥さんと にて 先に 参り をり 

候処 へ、 富 子さん 母上と 御 一し よに 来られ、 車 を降リ 

て 立ち 居られ 候 高島田の 姿 を、 初て 見 候 時には、 実に 

驚き 申 候。 世の中に はこの 様なる 美しき 人 も ある もの 

かと、 不思議に 思 はれ 候 程に 候。 この 人 を 見せたら ば、 

いかに 女 嫌の 御前 様 もい やと は 申さる まじと 存じ 候。 

性質 は 一 度 逢 ひしの みに て 何とも 申されず 候へ ども、 

怜，^ なること は糙 かに 候。 ただ 一 つ 不思議に 思 はれし 



き つ こうまん たる 

石 崎に 申附候 亀甲 万 一 樽 もはや 相 届き 候 事と 存じ 候。 

読んで しまった 大野 は、 竹が 机の 傍へ 出して 置いた 

雪洞に 火を附 けて、 それ を 持って、 ランプ を 吹き消し 

ひとりね は い 

て 起った。 これから 独 寝の 冷たい 床に 這 入って どんな 

夢を見る こと やら。 

(明治 四十 三年 一 月) 
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